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お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

11
月
５
日（
木
）に
県
内
全
域
に
お

い
て
、地
震
・
津
波
避
難
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。地
区
に
よ
っ
て
参
加
さ
れ

る
地
区
、参
加
さ
れ
な
い
地
区
が
あ
り

ま
す
。参
加
ご
希
望
の
方
は
、お
住
ま

い
の
地
区
の
区
長
も
し
く
は
、自
主
防

災
会
長
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、サ
イ
レ
ン
や
避
難
を
促
す

放
送
が
、防
災
行
政
無
線
よ
り
流
れ

ま
す
が
、訓
練
放
送
で
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

11
月
５
日（
木
）

●
午
前
９
時
50
分

　

訓
練
開
始
前
の
事
前
放
送

●
午
前
10
時
頃

　

Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る

　

地
震
発
生
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン

●
午
前
10
時
５
分
～

　

大
津
波
警
報
発
表
の
放
送

　

日
高
町
で
は
、地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊジ

ェ
イ

―・

Ａア

Ｌラ

ー

ト

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国

か
ら
の
緊
急
情
報
を
、人
工
衛
星
な

ど
を
活
用
し
て
確
実
に
み
な
さ
ま
へ

お
伝
え
す
る
た
め
、緊
急
情
報
伝
達

手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
一
円
に
設
置
し
て
い
る
防
災

行
政
無
線
施
設
か
ら
、下
記
の
内
容

が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、本
町
以
外
の
地
域
で
も
、全

国
的
に
様
々
な
情
報
伝
達
手
段
で
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
内
容
】

　
（
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
）

「
こ
ち
ら
は
防
災
日
高
町
で
す
」

　
（
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

【
日
時
】11
月
25
日（
水
）

�

午
前
11
時
00
分
頃

　

詳
し
く
は
、総
務
政
策
課（
☎
６
３
・

２
０
５
１
）ま
で
。

11
月
５
日（
木
）

津
波
避
難
訓
練
実
施

11
月
25
日（
水
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
試
験
放
送

相
談
内
容

　

多
重
債
務
、借
金
な
ど
の
お
金
の

問
題
に
関
す
る
相
談
等

※
個
人
事
業
者
も
相
談
可

予
約
方
法

　

原
則
、事
前
予
約
制
で
す
。ご
希
望

の
開
催
場
所
の
予
約
受
付
先
へ
、電

話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

受
付
開
始
は
11
月
２
日（
月
）か
ら

で
す
。

�

（
受
付
時
間
：
平
日
９
時
〜
17
時
）

主
な
開
催
日
時
・
場
所

●
12
月
13
日（
日
）13
時
〜
16
時

　

日
高
振
興
局（
受
付
１
階
）

　
予
約
受
付
：
日
高
振
興
局
総
務
県
民
課

�

（
☎
２
４･

２
９
３
６
）

●
12
月
11
日（
金
）17
時
〜
20
時

　

12
月
13
日（
日
）13
時
〜
16
時

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛　

８
階
）

　

予
約
受
付
：
県
庁
県
民
生
活
課

�

（
☎
０
７
３･

４
４
１･

２
３
５
６
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、県
庁
県
民
生
活
課

（
☎
０
７
３･

４
４
１･

２
３
５
６
）ま
で
。

借
金
か
ら
の
生
活
再
建
無
料
相
談
会

�
開
催
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、多
重
債
務
、借
金
な
ど
、お
金
の
問
題
に
悩
ん
で
い
る
県
民
の
み

な
さ
ま
の
問
題
解
決
に
向
け
、専
門
家（
弁
護
士･

司
法
書
士
）に
よ
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

難
聴
児
の
補
聴
器

�
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
18
歳
未
満
の
中･

軽
度
の

難
聴
児
を
対
象
に
、言
語
の
習
得
、教

育
等
に
お
け
る
健
全
な
発
達
を
支
援

す
る
た
め
、補
聴
器
の
購
入
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
額
は
原
則
、基
準
額
の
３
分

の
２
で
す
。（
非
課
税
世
帯
は
全
額
）

　

申
請
に
は
医
師
の
意
見
書
や
見
積

書
等
が
必
要
で
す
の
で
、購
入
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
、事
前
に
住
民

福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

　

な
お
、中
・
軽
度
の
難
聴
と
は
、両

耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30�

dB
以
上
70�

dB

未
満
で
す
。
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松
本
町
長
の
子
育
て
支
援
の
公
約

の
１
つ
と
し
て
、志
賀
小
学
校
の
一
角

で
整
備
を
行
っ
て
い
た
、志
賀
学
童
保

育
所
は
、建
家
の
工
事
が
完
了
し
、10

月
１
日
よ
り
開
所
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
中
央
公
民
館
裏
の
１
箇

所
だ
っ
た
学
童
保
育
所
の
数
が
増
え
、

よ
り
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
】

■
対
象
児
童　

志
賀
小
学
校

　
　
　
　
　
　

比
井
小
学
校

■
定
　
　
員　

40
人（
現
在
は
26
人
）

■
費
　
　
用　

月
額�

７
０
０
０
円

・
臨
時
に
１
日
保
育
す
る
場
合

�

１
０
０
０
円

・
春
休
み
、冬
休
み
中
の
み

�

５
０
０
０
円

・
夏
休
み
中
の
み�

１
５
０
０
０
円

・
お
や
つ
代（
月
額
）�

２
０
０
０
円

※
そ
の
他
必
要
な
経
費
は
別
途
徴
収
と
な
り
ま
す

　

お
申
込
み
、お
問
い
合
せ
は
教
育

課
生
涯
学
習
班（
☎
６
３･

３
８
１

２
）ま
で
。

志
賀
学
童
保
育
所
が

�

新
し
く
ス
タ
ー
ト

秋期全国火災予防運動

総務省消防庁・日高町消防団

11月9日（月）～15日（日）
『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』

平成27年度全国統一防火標語

☆「住宅防火　いのちを守る　７つのポイント」
－３つの習慣・４つの対策－

●３つの習慣
・寝たばこは絶対にやめる
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
●４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災報知器を設置する
・寝具・衣類およびカーテンからの火災を防ぐために防炎品を使用する
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
・お年寄りや、身体の不自由な人を守るために隣近所の協力体制を作る

秋期全国火災予防運動秋期全国火災予防運動

　

要
保
護（
生
活
保
護
家
庭
）者
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
、就
学
困
難
な

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、学
用

品
費
、修
学
旅
行
費
、学
校
給
食
費
等

の
就
学
援
助
資
金
が
支
給
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、教
育
課
学
校
教
育
班

（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）ま
で
。

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

就
学
援
助
資
金
の

お
申
し
込
み
に
つ
い
て


